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自動車共済 火災共済 休業対応応援共済

生命傷害共済 総合賠償責任共済 自動車事故費用共済

茨城県火災共済協同組合
お申込み・ご相談は各商工会まで

（元受：全日本火災共済協同組合連合会：関東自動車共済協同組合）
水戸市桜川2-2-35　茨城県産業会館8階　TEL029-224-0610

休業対応応援共済

最寄りの商工会 または 茨城県火災共済協同組合（TEL 029-224-0610）までお問合わせは

共済金のご案内

全損応援共済金

3,000万円限度（注1）（注2）

一部損応援共済金

1,500万円限度（注1）（注2）（注3）

ご契約者様の粗利益日額（前年度実績）を基に定める「約定日額」と「休業日数」に応じてお支払いします。
（注5）（注6）（注7）（注4）

（注1）建物の構造、新耐震設計基準の有無、業種や事業規模によって、全損応援共済金は1,000万円限度、一部損応援共済金は500万円限度となります。（注2）全損応援共済金は、約定日数に
応じてお支払いします。（注3）一部損応援共済金は、事業再開のため、事故日からその日を含めて連続して4日以上（定休日を除く）休止した場合にお支払いします。（注4）約定日額とは、1日
あたりの粗利益額の70％以内で算出した金額で、1万円単位で設定します。（注5）一部損応援共済金は、事業再開に向けた意思確認、事業再開の事実確認後にお支払いします。（注6）全
損応援共済金は、全損認定日、ならびに事故日から3か月、6か月経過後に事業再開に向けた意思確認および事業再開の事実（計画を含む）を確認後にお支払いします。（注7）仮設店舗
で事業再開した後に、損害を受けた建物で事業再開した場合、仮設店舗で事業活動した日数は休業日数に含めた取扱いとなります。

共済金お支払い例 
約定日額3万円×全損約定日数150日
=一部損約定日数60日の場合
　（休業日数50日）

全損応援共済金

3万円　150日　 450万円× ＝ 3万円　 50日（注）　150万円

一部損応援共済金

（注）一部損応援共済金は休業日数分（約定日数限度）お支払いします。
× ＝

参加した8名の発表者と澁谷会長（右から4人目）
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共済金をお支払いする主な事由
次のいずれかに該当する災害によって対象となる建物が損害を受けた結果、
事業活動が完全に休止したために生じた損失に対して共済金をお支払いします。

店舗、作業場、事務所等の事業用建物が、地震、津波、台風、雪災をはじめ火災
等の災害により全損もしくは一部損の損害を受けた結果、事業が完全に休止し
た場合に休業日数に応じて共済金をお支払いします。（元受共済団体：全日本火
災共済協同組合連合会）

など、安心をご提供いたします。
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